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江川工事の手引き曽である
「川々
仰者請定法書」のも末に添対準れて

い醇唯却策が確荊推時備（咋叫嚇は一部一薄師郵諜抽蔽脚伽仰拘喘棒蜘輸

毎ラ家術刻い抑鋭麻酌噂一はギ僻姻印玲的柳鞭碇い韓雑蝶わ和立体斡

いる。（大塚）
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京
都
市
中
取
締
役
所
は
　
理
応
〓
年

（
一
人
六
七
）
十
二
月
九
日
の
二
政
複
古
の

大
≡
令
に
よ
り
幕
府
組
織
が
廃
止
さ
れ
た
直
後
に
設
慢
ヽ
れ
た
組
織
で
　
京
都
町

本
行
所
に
寄
わ
っ
て
京
都
と
伏
見
の
治
安
維
持
と
訴
訟
取
扱
を
行
っ
た
。
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料
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そ
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役
に
任
じ
ら
れ
た
篠
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藩
の
同
心
が
記
し
た
日
記
で
ぁ
る
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人
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月
の
記
事
に
は
　
新
選
組
の
捕
虜
に
つ
い
て
の
記
述
が
数
力
所
に
み

ら
れ
る
。
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吸
に
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っ
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れ
、

幕
府
年
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主
力
銃
と
な

つ
た
。
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）
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